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個人の市場価値の向上と生涯成長を支える

株式会社人財アジア 定期ニュースレター
岡村の最近の注目ニュース ビジネス予備校近況リポート B-EAT会活動報告

EATで資産運用を学んだ皆さんは、ドル円相場の動きの激しさを注視しているでしょう。
今野先生の手作りのテキストを再度開いて下さい。
2015 年 EAT ビジネス予備校開校時より、日米の経済的底力の格差をデータで示し海外投資の有効性を指摘、長期的なドル高円安相
場を予想していました。今年の円安相場では 140 円で止まる理由が見つからないといち早く出したコメントが的確でした。日々の数
字の変化を緻密に追い求め（定点観測）、超長期的な構造変革を重ね合わせることで予測力（相場観）を高めています。
今回の円安の原因を、日米金利差だけにとどめては短期的かつ表面的すぎます。昨年から急に日本の個人による海外株式投信購入が積
極化し年間１０兆円が海外流出、構造的に自給率の低い日本がエネルギー価格上昇等をきっかけに貿易赤字体質に転換等に目を向けて
頂きたい。長短両材料を追い、潮流の変化を読みとれ！の実践です。
“予想外はあっても想定外はなくせ！” が今野先生の教え。急激な市場変化に慌てふためくことなく、前広にリスクとチャンスを洗い
出しマネジメント能力を発揮されることを願います。

What s up?

（EAT代表　岡村 進）注 )この隔月ニュースの内容をさらに充実させ、発信していきたいです。メールアドレス等の変更は総務企画までお知らせくださいね！

日々健全な緊張感を持ってお過ごしのことと思います。
長引くコロナによる供給不足、ロシアのウクライナ侵攻、米国経済の過熱と
二極化による社会不安、日本での銃撃事件と貧困化、世界的住宅バブルの部分的崩落等々、
リーマンショック以降、人為的に作られてきた経済的繁栄が、大きく揺さぶられ綻び始めています。

いつ始めても
遅すぎることはない。2 0 2 2 / 0 9

" 経営とは最大の相場投資である "
が私の持論です。

ドル円が一方的に上昇を続けるかは要注意です。相場では思い込みが命取り。私が機関投資家にて為替課長をしていた９８年、財務省・
日銀が盛んに円買い介入を仕掛けましたが一向に利かず、１４７円までドル円が上昇。ところが、介入効果をあきらめた頃に、米国
LTCMショックが発生し、わずか２日で２０円の円高となりました。背景は、ノーベル経済学賞受賞者構築の運用システムに対する米
国金融機関の過信、レバレッジ 100倍の異常な投機の流動性危機による破綻です。ドル安の結果としての急激な円高に、世界の金融
市場が混乱し、事業会社も大きな影響を受けました。

“経営とは最大の相場投資である” が私の持論です。米国 MBA にて、業種を問わず幹部候補が金融資本市場を徹底的に学ぶ意義を噛
みしめたい。

為替市場経験から思うのは、相場を動かすほとんどの要因が良くも悪くも米国発なこと。日本は？と言えば、政治的弱さが我々国民全
体を映す鏡と考えれば、大きな状況変化は当面期待しにくい。海外に目を向け、世界目線を身につけた者がリスクをコントロールしチャ
ンスを掴みます。増加し始めた海外投資は目線を高める貴重な第一歩。気になる国、気になる銘柄を２つ、３つ選んで追い続けましょう。
まさに個の力を発揮すべき時！自分の人生の先に備え “想定外をなくす” ことが、日本のマクロを復活させます。夜明け前が一番暗い。
本日寄稿くださった藤代さんは EAT ビジネス予備校東京第二期卒業生です。40 歳そこそこでＵＢＳアセットマネジメント取締役に就
任しながら、ＩＴリテラシーの更なる向上に挑戦。２０年後をにらんでいまの自分を作り上げる姿に大いに勇気づけられています。



外学のすすめ
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特別寄稿およびWhat’ s up?　に掲載して下
さる方を募集しています。ご希望の方は事務
局までお問合わせのほど、お願い致します。
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*UBS アセット・マネジメント調べ
** Department of Economic and Social Affairs Statistics, United Nations
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B-EAT 次回イベント、講演者のご紹介

What s up?

松﨑　賢吾
KENGO MATSUZAKI

EAT ビジネス予備校 　
福岡クラス（5期生）
株式会社丸菱北部九州販売
代表取締役社長

当時 53 歳の私がなぜ研修を受講する事になったかを話したいと思いま
す。私の場合は、グローバルな思考や株価などの運用面に関して不足し
ていると感じており、会社がホールディング化して販売会社の社長を任
命され、その責任感から自分のためにも社員のためにも、もう一度勉強
しようと思ったことがきっかけでした。

社長何か変わりましたね、とよく言われます。

1 年間の研修を通じて、物事に関してその内
容の本質とは何かを考える習慣を身につけた
事が一番大きかったと感じております。研修
で学んだ内容は、自分の会社に合うようにカ
スタマイズして即実践する事を心掛けており
ます。自分が今後どうしたいか、何をやるべ
きか真剣に考えたい、又はもっと成長したい
と思う方は EAT ビジネス予備校をお勧めしま
す。私は、研修を受け始めて「社長何かかわ
りましたね」とよく言われます。
最大の誉め言葉として受け取っております。

公共、金融の大規模かつ高難度のプロジェクトリーダーを歴任し、多くの問題
プロジェクトの収束経験も豊富です。 卓越したマネジメント経験と最新デジタ
ル技術を活用し、第一生命「健康第一」プロジェクトといった顧客事業改革を
牽引しました。現在は保険業界向け事業の責任者として、困難な状況の元、メ
ンバーと向かうべき方向性をあわせて推進していくことを大切に事業運営して
います。 SIer 業界の領域を超えたマネジメントの本質をお聴きします。多くの
学びがあること間違いなしです。

株式会社NTTデータ
第三金融事業本部 保険 IT サービス事業部　事業部長
佐々木 悟 氏

2022年 10月 24日（月）20時 ~＠オンラインにて


